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市
の
総
合
基
本
計
画
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に、

三
月
十
八
日
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
問
、

審
議
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
七
日
、

五
十
二
年
度
か
ら
五
十
四
年
度
ま
で
の
実

施
計
画
と
と
も
に
原
案
ど
お
り
実
施
す
る
よ
う
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
第

一
章
の
調
和
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
抜
す
い
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
計
画
基
本
構
想
が
定
め
て
い
る
市
政
の
方
向
と
市
民
の
努

力
目
標
。
:
:
:
調
和
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
魚
津
:
:
:

.
・
・
・
・
・
明
日
を
築
く
豊
か
な
ま
ち
魚
津
・
..... 

:
・
文
化
的
香
り
高
い
ま
ち
魚
津
:
:
:

基
本
計
画
第

基
本
計
画
第
一
章
は
、
調
和
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
次
の

三
本
の
柱
を
た
て
て
い
ま
す
。

一
、
都
市
基
盤
の
整
備

二
、
生
活
環
境
の
整
備

三
、
健
康
福
祉
の
整
備

こ
の
中
に
は
、
公
園
計
画
、
公
共
下

水
道
計
画
、
都
市
下
水
路
計
画
や
治
山

治
水
な
ど
重
要
な
二
十
二
項
目
の
事
業

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

お
ミ
ニ
フ
ィ

ー
ル
ド

・

汚

更

折

r
t

，t
，
F
F
 

M
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

お
樹
林
公
園

章
か
ら

計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
の
中
か
ら
新
水
族
館
の

建
設
な
ど
、
総
合
公
園
計
画
に
つ
い
て

簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
公
園
築
造
計
画
は
、
五
十
二
年

度
か
ら
五
十
六
年
度
ま
で
に
約
三
十
億

七
千
万
円
を
か
け
て
、
完
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施
計
画
の
五
十
二
年
度
で
は
、
二

初
防
風
林

m
パ
ス

・
パ
1
ス

お
記
念
碑

幻

園

路

第2次

億
二
千
六
百
六
十
四
万
七
千
円
を
か
け
、

用
地
売
収
や
、整
地
工
事
の
ほ
か
に
、、
水

鳥
閣
の
築
造
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
十
三
年
度
と
五
十
四
年
度

で
は
三
億
九
千
七
百
六
十
万
円
を
か
け
、

用
地
売
収
と
公
園
の
築
造
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
規

模
と
施
設
は
次
の
写
真
の
と
お
り
で
す

が
、
総
合
公
園
の
重
要
な
施
設
で
あ
る

新
水
族
館
も
、
公
園
の
築
造
に
あ
わ
せ

て
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

親
子
づ
れ
で
一
日
ゆ
っ
く
り
と
遊
べ

る
森
や
、
大
水
族
館
も
あ
る
市
民
の
い

こ
い
の
場
、
総
合
公
園
の
完
成
が
待
た

れ
ま
す
。

基本計画

その2

(2) 
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魚津総合公園と(大水族館)施設平面予定図

幻
遊
園
公
園

幻
遊
具
施
設

初
駐
車
場

問
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

目

前

庭

げ
サ
ー
ビ
ス
通
路

日
プ
ー
ル

日
船
の
あ
る
公
園

凶
見
晴
ら
し
デ
ッ
キ

日
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
水
路

ロ
芝
生
広
場

日
養
殖
水
槽

叩
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

9

管
理
小
屋

8
水
鳥
図
・
小
動
物
園

7

屋
外
ス
テ
ー
ジ

6

コ
リ
ド

l
ル

5

楓

室

4

サ
ー
ビ
ス
施
設

3

レ
ス
ト
ラ
ン

2
管
理
棟

l

水
旅
館

好
評
を
よ
ぷ

市
政
パ
ス
教
室

申
し
込
み
は

5
月
お
日

マ
見
学
コ

l
ス

一
般
コ

l
ス

市

役

所
↓
消
防
署
↓

百
楽
荘
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分

場
↓
経
団
漁
港
↓
歴
史
民
俗
資
料
停
↓

天
神
山
城
跡
(
昼
食
)
↓
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
水
族

館
↓
埋
没
林
自
然
博
物
館
↓
勤
労
青
少

年
ホ
l
ム
↓
市
役
所
(
座
談
会
)
解
散

歴
史
文
化
財
A
コ
l
ス
(
小
学
校
5
・

6
年
中
学
生
対
象
)
市
役
所
↓
埋
没
林

自
然
博
物
館
↓
水
族
館
万
灯
台
↓
万
葉

歌
碑
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
総
合
職

業
訓
練
校
↓
早
月
上
野
遺
跡
↓
西
部
清

掃
セ
ン
タ
ー
↓
虎
谷
金
鉱
↓
虎
谷
部
落

(
畳
食
)
↓
角
川
ダ
ム
↓
石
の
門
↓
室

田
の
三
信
徒
碑
↓
稗
畠
の
焦
柿
↓
坪
野

の
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡
↓
東
化
工

片
員
川
発
電
所
↓
合
口
用
水
円
筒
分
水

器
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室
↓
高
円
堂
用

水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城

跡
(
反
省
会
)
↓
市
役
所
(
解
散
)

歴
史
文
化
財
B
コ
l
ス

(小
学
校

1
1
4
年
対
象
親
子
責
任
者
同
伴
)
市

役
所
↓
大
徳
寺
↓
経
団
漁
港
↓
小
川
寺

↓
歴
史
民
俗
資
料
保
管
室
↓
歴
史
民
俗

資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
(
昼
食
)
↓
高
円

堂
用
水
路
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室
↓
合

口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
石
垣
遺
跡
↓
大

音
主
馬
の
墓
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果

樹
分
場
↓
市
役
所
(
反
省
会
)
解
散

@
コ

l
ス
は
天
候
や
参
加
者
の
年
齢

な
ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

一
般
コ

l
ス

5
月
お
日
附

・
6
月

勾
日
制

・
9
月
9
日
幽

-m月
7
日
幽

お
人
乗
り
四
回

文
化
財
A
コ
l
ス

7
月
幻
日
附
お

人
乗
り
一
回

文
化
財
B
コ
l
ス

8
月
凶
日
制
四
日

人
乗
り
一
回

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話

番
号
・
希
望
コ

l
ス
と
月
日
等
を
記
入

の
う
え
申
し
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

号

・
参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿

を
提
出
し
て
申
し
込
む
。

マ
申
し
込
み
先
干
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
宮
内
線
2
2
9

マ
申
し
込
み
締
切
り

6
月
実
施
ま
で
は
、

5
月
お
日

7
月

i
m月
実
施
ま
で
は
、
7
月
刊

口凶

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
昼
食

お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。

そ
の
他
エ
ン
ピ
ツ
等
筆
記
用
具
を
持

参
す
る
こ
と
。

申
し
込
み
の
多
い
場
合
は
、
回
数
を

増
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

(3) 
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日引叫引

¥¥花に親しむ豊かな山あす拓くれ

。
花
に
親
し
む
豊
か
な
心
あ
す
拓
く
市

を
大
会
テ
l
マ
に
第
六
回
全
日
本
さ
っ

き
展
示
大
会
が
つ
ぎ
の
と
お
り
、
当
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ニ
れ
は
、
市
民
に
市
の
花
木
で
あ
る

さ
っ
き
の
良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
全
国
の
さ
っ
き
愛
好
者
が
、
丹

精
を
込
め
て
創
り
出
し
た
銘
花
・
銘
木

を
一
堂
に
集
め
、
広
く
市
民
に
観
賞
し

て
も
ら
い
、
日
常
生
活
に
潤
い
と
安
ら

ぎ
を
持
っ
て
い
た
だ
ニ
う
と
、
関
係
者

の
努
力
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
樹
齢
数
百
年
も
の
堂
々

た
る
銘
盆
や
、
苦
心
の
銘
花
が
い
っ
ぱ

い
か
ざ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
花
は
き
っ

と
あ
な
た
を
魅
了
し
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
ご
来
場
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

六
月
四
日

ωi六
月
十
三

日
仰
十
日
間
午
前
九

時
1
午
後
七
時

会

場

市
営
吉
田
グ
ラ
ン
ド

出
展
予
定
数

競
技
花
約
六

O
O鉢

参
考
花
多
数

ω
1ω

入
場
料
前
売
入
場
券

(
抽
せ
ん
付
)

一
五

O
円

入
場
整
理
券

(
当
日
券
)

二
O
O円

会
員
入
場
券

一
O
O円

無
料
入
場
券

老
人
会

・

小
学
生

・
出
展
者

・
招
待
者

大
型
盆
栽
三
、
0
0
0円

中
型
盆
栽
二
、
五
O
O円

小
型
盆
栽
二
、
0
0
0円

極
小
盆
栽
一

、
五
O
O円

盆

養

樹

二

、
0
0
0円

出
展
料

銘

花

二

、
五
O
O円

搬
入
六
月
二
日
同
正
午
ま
で

審

査

六
月
二
百
幽
午
前
十
時
か
り

表
彰
式

六
月
十
三
日
午
後
五
時
か
ら

内
閣
総
理
大
臣
賞

・
関
係
大
臣
賞

数
点
の
外
二

O
O点
余
入
賞
表
彰

搬
出
六
月
+
=
一
日
午
後
七
時
か
ら

そ
の
他
即
売
会
や
、
催
し
物
に
抽
せ

ん
会
も
あ
り
ま
す
。

全
国
大
会
記
念
苗
審
査
会

昨
年
四
月
魚
津
大
会
を
記
念
し
て

市
内
全
世
帯
に
寄
贈
配
布
し
た
も
の
を

審
査
し
て
、
優
秀
な
も
の
を
表
彰
し
ま

す
か
ら
ふ
る
っ
て
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

出
展
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

マ
出
品
審
査
日
時

六
月
十
二
日
制
午
前
九
時

マ
場
所
会
場
内
特
設
ス
テ
ー
ジ

マ
景
品
贈
呈
審
査
後

主

催

全
日
本
皐
月
会

魚
津
市

場見取図
A
Q
宮

課
の
新
設
と

市
の
人
事
異
動

市
で
は
、
市
民
の
体
育
振
興
を
は
か

る
た
め
と
、
近
代
都
市
建
設
に
か
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
公
共
下
水
道
を
建
設

す
る
た
め
に
、
次
の
課
を
新
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
部
に
下
水
道
課
宮
内
線

下
水
道
課
は
、
三
階
開
発
課
と
都
市

計
画
課
の
中
間
に
設
け
、
庶
務

・
工
務

の
二
係
が
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
体
育
課
宮
内
線

体
育
課
は
、
四
階
の
教
育
委
員
会
内

に
設
け
、
体
育
係
が
あ
り
ま
す
。

新
設
課
は
そ
れ
ぞ
れ
四
月
一
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

市
の
人
事

(
四
月
一
日
付
け
)

市
民
会
館
長
辻
文
夫

下
水
道
課
長
窪
田
義
雄

新
制
服
閉
会
島
崎
健
二

懲
開
諮
問
会
石
浦
利
雄

(4) 

三
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
し
て
い

る
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
三
月
三

十
一
日
現
在
で
、
三
千
五
百
名
の
加

入
が
あ
り
ま
し
た
。

万
一
に
備
え
て
あ
な
た
も
加
入
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

マ
掛
金
掛
金
は
、
年
額
三
六

O
円

で
す
。
中
途
加
入
に
つ
い
て
は
、

月
割
三

O
円
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

マ
保
険
金
保
険
金
は
、
死
亡
時
最

高
八
十
万
円
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

け
が
は
そ
の
度
合
に
よ
っ
て
保
険

金
が
減
少
し
ま
す
。

マ
市
外
加
入
市
外
の
方
で
、
魚
津

市
内
へ
通
勤
通
学
し
て
い
る
人
は

加
入
で
き
ま
す
。

マ
途
中
加
入
加
入
は
い
つ
で
も
で

き
、
申
し
込
ん
だ
時
点
か
ら
効
力

が
発
生
し
て
、
来
年
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
有
効
で
す
。

マ
報
奨
金

町
内
会
な
ど
で
、
二
十

五
人
以
上
取
り
ま
と
め
て
加
入
し

た
場
合
に
、

一
人
当
り
十
二
円
の

報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一

マ

加

入

申

し

込

み

先

一

一
市
生
活
環
境
課
宮
内
線
2
8
5

一
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こまつだときには、ご利用くだ

さい。
相談料はいりません。

市民 -相談
物価問題等相談
日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで

土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談
包月第オ ・第3木曜日
午後T時-4時

市役所市民相談室

行政相談委員住吉智恵子氏

末広町10の17 ft22 -3906 

昭和52年 5月1日発行

• か帳あ
/Lーな
をた
もは
勺「

つ家
て内
い労
ま働
す手

五
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
は
、
家
内
労
働
旬
間
で
す
。

富
山
労
働
基
準
局
で
は
、
家
内
労
働

(内
職
)
に
従
事
し
て
い
る
方
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
「
家
内
労
働
手
帳

の
普
及
と
家
内
労
働
災
害
の
防
止
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
内
労
働
手
帳
は
、

家
内
労
働
者
の

権
利
を
保
護
し
、
委
託
者
と
の
無
用
な

紛
争
を
防
止
す
る
た
め
、
工
賃
な
ど
の

委
託
条
例
を
文
書
で
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

家
内
労
働
法
で
は
、
委
託
者
に
家
内

労
働
手
帳
の
交
付
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。富
山
県
内
で
は
、

①
フ
ァ
ス
ナ
ー
加

工
、
②
横
編
メ
リ
ヤ
ス
製
造
、
③
電
気

機
械
器
具
製
造
業
、
④
玉
軸
受
製
造
業

の
四
業
種
の
最
低
工
賃
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
手
帳
に
関
す
る
く
わ
し
い
こ
と

は、

富
山
労
働
基
準
局
又
は
、
労
働
基

…あなたと市政をむすぷ

準
監
督
署
へ
ど
う
ぞ
。

-
し
尿
く
み
と
り
料

集
金
人
の
ご
案
内

臼
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の

集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
寺
田
せ
っ
。
高
橋
富
滋
栄
。
村
上

清
作
O
高
瀬
容
子
。
朝
野
松
校
。
山
城

定
一

(O北
野
伶
子
。
法
原
ち
え
子
。
浜

住
洋
子
。
油
本
ふ
み
。
中
島
千
恵
子
。

作
道
昌
子
。
慶
伊
幸
枚
。
石
川
利
子
。

高
橋
美
恵
子
。
坪
崎
勇
喜
夫

-
連
休
の
ゴ
ミ
収
集
案
内

五
月
三
日

ωと
五
日
闘
の
祝
祭
日
の

ゴ
ミ
収
集
ご
般
家
庭
の
可
燃
物
)
は
、

平
常
通
り
当
日
収
集
し
ま
す
。
該
当
区

域
の
方
は
、
当
日
朝
八
時
ま
で
集
積
場

所
へ
出
し
て
下
さ
い
。
五
日
の
不
燃
物

は
六
日
に
収
集
し
ま
す
。

-
交
通
遺
児
福
祉
年
金
の
申

請
手
続
き
は
早
目
に

市
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
交
通

遺
児
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
、

~通事故相談(巡回)
5月4日目<)5月18日(7J<)
6月刊日(7J<)

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

人権相談
日曜日を除き告白

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで

富山地方法務局魚津支局

年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は
、
交
通
遺
児
で
、

四
月
一
日
現
在
市
内
に
居
住
す
る
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
と
幼
児
で
す
。
該

当
す
る
方
で
ま
だ
申
請
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
生
活
環
境
課
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

年
金
額
は
、

一
人
に
つ
き
一
万
二
千

円
で
、
五
月
五
日
の
「
子
供
の
日
」
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
生
活
環
境
課

宮
内
線
2
8
5
へ
ど
う
ぞ

税の相談
包月5巳 ・15日 ・25日

午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つだ場合

は翌日

l山配ごと相談
月曜日を除き包日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験
を
、
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

マ
試
験
種
目

1
乙
種
第
四
類
、
丙
種

マ
試
験
日

l
六
月
十
九
日
午
前
十
時
か

ら

マ
場
所

1
富
山
大
学

マ
予
備
講
習
会

五
月
十
九
日

l
乙
種
基
礎
物
理
、
化
学

五
月
二
十
日
乙
種
法
令

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
魚
津

勤
労
者
会
館
で
行
な
い
ま
す
。

五
月
二
十
一
日

l
丙
種

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
富
山

県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校
(
黒
部
市

寺
坪
)
で
行
な
い
ま
す
。

マ
願
書
受
付
場
所

l
県
消
防
防
災
課

予
防
係

マ
受
験
願
書
受
付
期
間

l
五
月
十
日
か

ら
五
月
十
六
日
ま
で

受
験
願
書
は
、消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
六
月
上
旬
に
、
基
礎
物
理

・
化

学
(
乙
種
対
象
)
を
や
さ
し
く
解
説
す

内職相談
包週、月 ・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者職業相談
日曜日を除き包巴

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所高年齢者職業相談室

、、.，，
，
aa-
-'''1
、

る
特
別
講
習
会
を
開
く
予
定
で
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
ど
う
ぞ
。

B
M
1
0
2
9
5
 

-
小
口
事
業
資
金
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
小
口
事
業
資
金
の
あ
っ
旋

保
証
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
借
り

ら
れ
る
の
は
、

一
年
以
上
事
業
を
し
て

い
る
人
で
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

二
十
人
以
下

(
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
は

五
人
以
下
)
の
事
業
所
で
す
。

融
資
す
る
の
は
運
転

・
設
備
資
金
で

限
度
額
は
四
百
万
円
、
利
率
年
七

・
二

保
証
料
年
0
・
六
軒

償
還
期
間

は
三
カ
年
、
担
保
は
原
則
と
し
て
無
担

保
、
保
証
人
一
人
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
水

産
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ゆ
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受
給
者
は
現
況
届
を
グ

昭和52年 5月1日発行

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
(
準
母
子
)

遺
児
、
寡
婦
年
金
の
受
給
権
者
は
、
毎

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
「
国
民
年
金

受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
、
引
続
い
て
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の

大
切
な
届
で
す
。
も
し
、
期
日
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
九
月

支
払
い
分
か
ら
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
の
問
、
年
金
の
支
払
い
を
差
し
止

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
三
月
中
に

皆
さ
ん
の
お
手
許
へ
送
付
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
民

課
窓
口
で
証
明
を
受
け
て
下
さ
い
。

一
「
全
国
物
価
統
計
調
査
」
に
…

ご
協
力
く
だ
さ
い
一

一

5
月
初
日
か
ら
幻
日
に
か
け
て
、

的

な
統
計
調
査
で
、
全
国
で
約
初
万

一

一
昭
和
臼
年
全
国
物
価
統
計
調
査
が
実
の
庖
舗

・
事
業
所
に
お
願
い
し
て
、

…
施
さ
れ

ま

す

。

主

な

取

扱

品

の

価

格

等

を

記

入

し

て

一

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

.

一
と
っ
て
重
要
な
品
物
の
価
格
等
を
調
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
よ
ろ

…
査
し
、
経
済
運
営
の
基
礎
資
料
を
作
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

一

一
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
国
の
基
本
し
ま
す
。

一

…あなたと市政をむすぷ

年
金
問
答

(
そ
の
ニ
)

回
』:
 

目

l

会
社
員
の
妻
で
す
が
、
私
は
昭
和
四

十
三
年
五
月
に
結
婚
し
、
同
時
に
会
社

を
退
職
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
八
年
間

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
お
り
、
退
職
時

に
脱
退
手
当
金
を
、
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。

今
月
か
ら
国
民
年
金
の
任
意
加
入
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
場
合
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。--+ 

国民年金

52年度前期技能検定

のお知らせ

(6) 

52年度前期技能横定の受付けがはじまります。

職種は，造園 ・機械加工 ・板金 -木工など67科

目です。

申請の受付けは， 5月 2 日伺)から 5月13日~ま

でとなっていますガ，郵送の場合は.5月13日付

けの消印のものまで受付けます。

提出先は， 富山市新富町2丁目4-22富山県商

工会館内富山技能検定協会です。

申請の用紙は，当協会のほか，最寄りの商工会

議所に備えてありますガ，郵送ご希望の万は，あ

て先を明記し.140円切手を賠つだ返信用到筒を同

日し，申し込んで下さい。

くわしいことは，富山県職業訓練課又は，富山

県技能横定協会電話富山32-9883へお問い合わ

せ下さい。

答
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
が
厚
生
年
金
加

入
の
八
年
間
は
通
算
対
象
期
間
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
か
け
る
国
民
年
金
と
合
せ
て

将
来
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
、
厚
生
年
金
加
入

期
間
+
こ
れ
か
ら
の
国
民
年
金
加
入
期

間
+
一
夫
の
厚
生
年
金
加
入
期
間
一

1
二

十
五
年
以
上
あ
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
厚

生
年
金
の
通
算
老
齢
年
金
(
八
年
間
分
)

と
、
六
十
五
歳
か
ら
は
こ
れ
か
ら
か
け

る
国
民
年
金
の
加
入
期
間
に
応
じ
た
国

民
年
金
の
通
算
老
齢
年
金
を
あ
わ
せ
て

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

保
安
点
検
の
ご
案
内

五
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行
な
い

ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

魚
津
地
区
上
口
一
丁
目
七

O
件

上
口
二
丁
目
二

O
O件

本
町
一
丁
目
二
四

O
件

諏

訪

町

三

O
O件

点
検
に
は
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
同

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
u
A
|
5
3
4
0
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尚
之
竹
主
の
に
は

爪切
F

心
"

ゅ
の
ノ
逗

山
火
事
の
防
止

山
野
の
緑
も
日
増
し
に
濃
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
は
、
山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン

グ
等
に
出
か
け
る
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

春
先
き
の
山
は
枯
草
な
ど
が
非
常
に
乾

燥
し
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
気
で

も
大
き
な
山
火
事
と
な
り
ま
す
。
火
気

に
は
十
分
注
意
し
て
、
大
切
な
自
然
を

守
る
た
め
に
、
次
の
マ
ナ
!
を
厳
守
し

ま
し
ょ
う
。

マ
風
が
吹
い
て
い
る
と
き
は
、
絶
対
に

た
き
火
を
し
な
い
。

マ
た
き
火
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
後
始

》

)-ev
が

mu
討
す

末
を
厳
重
に
し
火
気
を
残
さ
な
い
。

マ
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
て

か
ら
捨
て
る
。
今
年
は
全
国
的
に
山
火

事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
く
ら
い

の
こ
と
と
」
火
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と

大
変
な
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
さ
な
注
意
こ
そ
大
切
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
る

近
年
自
然
を
愛
し
よ
う
と
い
わ
れ
て

い
な
が
ら
、
心
な
い
人
の
た
め
に
、
自

然
が
き
ず
っ
き
失
な
わ
れ
る
の
は
悲
し

い
こ
と
で
す
。
山
菜
採
り
や
、
ハ
イ
キ

ン
グ
に
で
か
け
る
方
は
マ
ナ
ー
を
守
り

行
政
の
相
談
は
気
軽
に
ど
う
ぞ

役
所
や
公
社
等
に
要
望
、
苦
情

を
お
持
ち
の
方
は
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
下
さ
い
。
今
年
の
四
月

一日
、
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
住
吉
さ
ん
は
県
内
で
唯

一
の
女
性
委
員
で
す
。
特
に
婦
人

の
方
々
の
き
め
細
か
な
ご
意
見
な

ど
期
待
し
て
い
ま
す
。

取
扱
い
は
無
料
で
、
ご
希
望
に

よ
り
秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
住
吉
智
恵
子
氏

魚
津
市
末
広
町
十
番
十
七
号

E
n
|
3
9
0
6
 

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
春

山
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

山
の
遭
難
防
止

ま
た
、
こ
こ
数
年
連
続
し
て
入
山
者

の
遭
難

(死
傷
)
事
故
が
お
き
て
い
ま

す
。
広
い
山
で
の
捜
索
は
非
常
に
困
難

で
、
山
の
近
隣
の
人
達
や
関
係
者
に
大

変
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
次
の
こ
と
に

充
分
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

0
単
独
で
は
出
か
け
な
い
。

O
家
人
に
行
先

(ど
こ
の
山
、
谷
等
と

具
体
的
に
)
人
数
等
を
明
確
に
し
て
お

/
¥
 

O
も
う
す
こ
し
上
ま
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
奥
ま
で
、
と
い
っ
た
無
理
な
行
動
や

計
画
を
し
な
い
。

O
万

一
山
中
で
迷
っ
た
り
、
け
が
を
し

た
場
合
は
、
そ
の
場
を
動
か
ず
に
救
助

を
待
つ
。

O
山
は
春
で
も
夜
に
な
る
と
冬
が
く
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
衣
服
や
食
織
の
準
備

を
充
分
に
。

ぐIL，コ=ー
ーーーーーー..JOL-.一一一一ーーー
=t:::==::=:::コc:=::::::コ E二二=ニコ E二二二二ニコt==二二二:rc

占

γ
市営住宅建設のご案内
市では，今年市営住宅を16戸建築することにな

っています。

入居者の募集は後日公報でお知らせします。住

宅の建築場所は， 青島地内の雇用促進住宅の西側

になっています。部屋などの構成は次の図面のと

おりです。

16戸
広報で

募集

」三i崎

完成予想図

建設する住宅平面図

(7) 
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市総合体育館
51年度中利用状況調

活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る

市
総
合
体
育
館

用
者
を
除
く
)
の
最
も
多
い
月
は
五
月

の
一
日
平
均
三
一
七
名
で
、
十
月
の
三

O
六
名
が
そ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。
最

も
利
用
者
の
少
い
月
は
、
厳
寒
の
二
月

ご

三

O
名
)
一
月
ご
五
二
名
)
と

酷
暑
の
八
月
(
一
九
五
名
)
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
こ
そ
真
の
体
力

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

健
康
で
幸
福
な
家
庭
生
活
を
営
む
た

め
に
も
、
ま
す
ま
す
体
育
館
の
ご
利
用

を
お
勧
め
し
た
い
も
の
で
す
。

六
月
の
歩
-
で
つ
会

六
月
の
歩
こ
う
会
は
五
日
、
黒
沢
、

東
城
方
面
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
午
前
八
時
発
片
員
線

東
蔵
行
パ
ス
に
乗
車
、
ー
黒
沢
下
車
(

徒
歩
)
|
東
城
口
|
帰
り
は
パ
ス
を
利

用
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
七
時
五
十
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
の
こ
と
。

利
用
し
ま
し
ょ
う

夜
間
開
放
体
育
館

市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
今
年
は
、
六
校
の
体
育

館
を
無
料
で
夜
間
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
に
は
、
管
理
指
導
員
が

お
り
、
利
用
者
の
実
技
指
導
を
行

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

利
用
希
望
者
は
、
市
教
委
体
育

課
か
、
各
校
の
管
理
指
導
員
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
個
人
や
団
体

申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

開
放
校
名
、
曜
日
、
管
理
指
導

者
名
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

(8) 

ー
年
間
利
用
者
延
十
万
人
に
|

市
総
合
体
育
館
が
開
館
さ
れ
て
か
ら

一
ヵ
年
半
に
な
り
ま
す
。
体
育
館
が
出

来
て
か
ら
市
民
の
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
非
常
に
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
年
度
の
利
用
状
況
調
で
は
、
年
間

の
利
用
者
総
延
数
は
九
九
、
三
六
三
人

で
、
そ
の
六
九

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
個

人
利
用
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。(
円

グ
ラ
フ
参
照
)

年
度
中
に
三

O
一
日
間
開
館
さ
れ
ま

し
た
が
、
個
人
利
用
者
(
貸
切
団
体
利

第
九
回
北
日
本
朝
間
野
球

魚
津
市
大
会
を
開
催

健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
を
願
い
、

本
年
も
次
に
よ
り
第
九
回
北
日
本
朝
間

野
球
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。O
期
日

...冬の歩こう会のみなさん

五
月
九
日
か
ら

毎
朝
五
時
五
十
分
開
始

。
会
場

市
野
球
場
(
天
神
山
)

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
教
育
委
員
会

体
育
課
あ
て
に
願
い
ま
す
。

(
宮
内
線
2
0
5
)

学校体育施設開放校と管理指導員一覧

!被! 火 水 木 金 土

西部中
{呆要孝三 山本 守

伊北バ野ドミン孝ト保丹ン
金川文夫 島勝勝利

(バドミントン) (ノ〈レーポール) (テニス) (ノ〈レーボール)

村木
月 火 水 木 金

(行体沢操美・身律本子道) 本(剣元 義道明) (大ノ〈レ沢ーポ武ー雄ル) (浜卓球多 ・体健操悟) 岡(崎身本道与他一) 

火 水 木 金 土
経
回 元野清光 長谷川道代 平田紀雄

(中2山ドす正比卜古副 中村昌祥
(身本道) (ノ〈レーボール) (空手) (卓球)

f:主t 
月 水 金

松本 勇
(寺レク西リェーシ忠ョ雄ン) (高ノ〈レ木ー美ポ喜ー子ル)レーポール)

月 水 金

上野方 石川金光
(松パ卓田トミン敬ト二球ン)

紙谷実成

(ノ〈レーポール) (ノ〈レーポール)

=島t 
月 水 金

関(卓口 正球秀) 宮坂 公夫ン) (福ノ〈レ島ーボー稔ル)(パドミント

。開放時間 午後 6時~午後 91待
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市体育指導委員名 (52年4月)

魚津 北野孝保 浦田久義 保要孝ニ 島崎勝則

下中島 松本 勇 谷口久隆 高慶義平 高木美喜子

上中島 野崎栄吉 寺西忠雄 水口 毅

松倉 清河茂雄 舟林宗佳

上聖l'方 石川金光 松田敬一 紙谷実成

本江 若島正敬 藤田徳二 宮坂公夫 小林昭一

加積 富居 猛 石崎敬治 谷島 勝 岡崎明子

道下 金物正男 松田治男 加藤 孝 吉崎健治

経団 佐々木健二 中山正比古 元野清光 長谷川道代

天神 関口正秀 武凹克己 中国春美

西布施 楠 昭明 山本弘吉 沢田秋子

村木 大沢武雄 平沢邦保 越野芳枝 泉美津子

片貝 大江幹夫 山田英雄 三回文雄

活
用
し
てぐ
だ
さ
い

体
育
指
導
委
員
制
度
を

市
で
は
、
市
民
の
体
力
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
次
表
の
体
育
指
導
委

員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
各
地
区
の
体
育

・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
方
で
、

種
々
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
、立
案
、

運
営
、
実
技
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
地
区
民
総
参
加
で
市
民
一

人
、

一
ス
ポ
ー
ツ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

体
育
指
導
委
員
に
大
き
な
期
得
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
種
々
の
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
相
談
し
た
い
か
た
は
、
体
育
指

導
委
員
や
市
教
委
体
育
課
ま
で
ご
連
絡

下
き
い
。

市営住宅補充入居
申し込みガイド

市営住宅で，空家が生じた場合の補充入居申し込

みの受付方法を，次のように定めましたからお知ら

せします。

補充入居申し込みの期間を次の4期に分けます。

(1) 4月l日から 6月30日まで

(2) 7月I日から 9月30日まで

(3) 10月1日から12月25日まで

(4) 1月10日から 3月31日まで

補充入居の順位をきめる抽選は。

7月，10月， 1月，4月の初旬

補充入居は・，抽選後空家が生じた場合に，抽選の

順位によって入居します。

補充入居優先順位の有効期間を3ケ月としますのてでで、

入居出来なかつた方は，次期申し込みをしてくださ

い。市営住宅の団地名や，使用料は次表のとおりで

すが，収入基準によって，入居制限がありますから，

くわしいことは，市建設課建築住宅係までお問い合

わせください。 宮内線 278

または，

今年のスポーツ教室

今年は次のようにスポーツ教室を開催します。

参加希望者は，所定の申込書で市教委体育課，

総合体育館へ申し込みください。

市スポーツ教室開設一覧

コース名 期 問時 閉会 場 対象者 定員 申込期日 指導者

婦人パレ 毎5週月8~木回E6面月白
午10前時-12 時 総合体育館 家庭婦人 30名 4月中 沢田祥治ーボール

レクリェ 毎6週月8~金回凶7月日
午7後時-9 時 11 青人年・壮・年婦.40人 5月中 寺西忠雄

ーンヨ/

陸上競技 724月，23回1日 午10前時-12 時 吉田グランド
年中学・青 50人 7月20日 陸協上会競員技

水 習も 276月.27.日28. 午l時後-3 時 束中プール 親 子 20組 7月20日 平沢邦保
29.30 

親ポ子ー軽ツス 毎8週月8~土回E9U月日 午2後時-4 時 統合体育館 綴 子 20組 7月中 岡崎明子

軟式アニス 毎9週月8~日回1陥0月日 午9前時-12 時 市営コート 青人年・壮・年婦 40人 8月中 松田治男

トラポン 毎10週月8~土回1日制1月日 午2後時-4 時 総合体育館 小学生 20人 9月中 沢田祥治リン

卓 球 毎11週月8~日回1EU2月日 午2後時-4 時 11 年少年壮年婦.1人苛 50人 10月中 加藤孝

パドミン 毎12週月~水雌1月日
午7後時-9 時 11 青人年・壮・年婦 30人 11月中 宮坂公夫トン

ハンド 12月25.27.
午l後時-3 時28 11 中学生 40人 12月20日 沢団祥治ポール 1月4.5.6

スキー 末 定 午9前時~午2後時 大谷スキー場 全 鍛 50人 12月中 会ス員キー協 |

づ婦人く体り力 毎2週月~火B3U 月日 午10時前-12 時 総合体育館 家庭婦人 30人 l月中 自主野芳枝1 .現在)

(9) 

建設年度 国土也名 年度別住宅番号 当1カり似月f用1車戸十

26 青 島 自 l 号至 4 号 1.800 

27 青 島 自 1号至 10号 2.700 

28 青 島 自 1号至 10号 1.800 

29 青 島 自 l 号至 10号 1.800 

30 青 島 自 l 号至 18号 1.800 

28 平伝寺 自 1号至20号 3.100 

30 平伝寺 自 1号至 10号 3.300 

29 本 江 自 1号至 8 号 4.300 

30 上村木 自 l 号至 8 号 4，300 

31 慶 聖子 自 1号至 8 号 3.700 

31 小川寺 自 1号至73号 1.800 

31 寿 回丁 自 1号至54号 1.800 

31 天 王 自 l 号至52号 1.800 

31 下 道 白 1号至36号 1.800 

32 ヰヒ 中 自 1号至35号 1.800 

32 E 島 自 1号至 150号 2.100 

36 E 島 自 361号至 366号 3.900 

36 ~金コz 島 自3601号至3614号 2.500 

37 西川原 自 1号至 15号 4.000 

37 西川原 自 1号至20号 2.700 

38 上野方 自 1号至 10号 4.800 

38 上野方 自 1号至 10号 3.400 

39 上野方 自 1号至 4 号 5.100 

39 上野方 自 1号至12号 3.600 

40 上野方 自 1号至 4 号 5.300 

40 上野方 自 1号至 16号 4.000 

41 諏訪町 自工号至 18号 5.200 

42 f主 τEま3= 自 l 号至24号 5.500 

45 f主 "'e土'i 自25号至36号 8.000 

市営住宅使用料月額表

( S .52. 4 
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学
園
、
だ
よ
り
一

独
立
開
校
お
め
で
と
う

坪
野
小
学
校

廃
校
が
あ
い
つ
ぐ
中
で
、
松
倉
小
学
校
坪
野
分
校
が
児
童
数
増
の
た
め
独
立
、

四
月
一
日
坪
野
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
小
学
校
は
、
大
正
三
年
五
月
松

倉
小
の
常
設
坪
野
教
場
と
し
て
創
設
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
四
月
松
倉
小
坪
野
分

校
と
改
称
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
し
た
。
四
月
の
五
日
に
は
、
独
立
第
一

回
目
の
入
学
式
を
行
い
、
男
子
一
名
女
子
四
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
入
学
児
も
ぐ
ん
と
増
え
る
よ
う
で
す
。
開
校
の
よ
ろ
こ
び
を
六

年
生
の
堀
田
美
穂
子
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

昭和52年 5月1日発行

ー

作

文

|

坪
野
小
学
校
に
な
っ

て

田

美
穂
子

堀

年

広報うおづ5月号

堀田さん

こ
の
四
月
か
ら
私
た
ち
の
坪
野
分
校

が
、
坪
野
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
六
日
の
日
、
初
め
て
の
入
学
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
校
長
先
生
や
、
ら
い
ひ
ん
の

方
々
の
お
話
し
を
聞
き
、
私
達
の
分
校

4
『
校
長
先
生
も
み
ん
な
も
う
れ
し
い
開
校

…あなたと市政をむすぷ

た。
そ
れ
を
見
て
、
こ
れ
か
ら
は
み
ん
な

自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
解
決
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
な
あ
と
思
う

と
、
は
ら
の
底
か
ら
力
が
わ
き
あ
が
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
坪
野
小
学
校
の
子
ど
も

た
ち
全
部
が
し
っ
か
り
と
手
を
つ
な
い

で
、
立
派
な
学
校
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

主
号
入

J
次
支
均
こ
主
』
忍
グ

-
-
-
f
.
J
l
a
F
4』
d
ヲ
，
E
W
5
A
a
E川
ノ

』

V
緊
張
し
た
表
情
の
五
人
の
新
入
生

を
、
小
学
校
に
す
る
た
め
に
、
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
つ
く
さ
れ
た
の
を
聞

い
て
、
と
っ
て
も
感
げ
き
し
ま
し
た
。

今
年
の
入
学
生
は
五
人
で
す
。

新
し
い
一
年
生
に
、
三
年
生
が
人
形

げ
き
、
ま
た
全
校
で
、
ス
ケ

l
タ
l
ズ

ワ
ル
ツ
の
合
そ
う
を
し
て
む
か
え
ま
し

た。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
、
春
休
み
か
ら
学
校
へ
き
て
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
松
倉
小
学
校
校
歌
を

歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
し
い
坪
野
小

学
校
に
は
、
ま
だ
校
歌
が
で
き
て
い
な

い
の
で
、
児
童
会
の
歌
「空
は
青
い
ぞ
」

を
歌
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
ん
と
な
く
、

く
思
い
ま
し
た
。

早
く
坪
野
小
学
校

の
校
歌
が
で
き
て
、

大
き
な
声
で
歌
え
た

ら
、
ど
ん
な
に
う
れ

し
い
で
し
ょ
う
。

入
学
式
の
日
と
っ

て
も
う
れ
し
く
思
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
、
学
校
に

は
い
る
、
校
門
の
門

柱
に
新
し
い
校
札
が

か
け
で
あ
っ
た
こ
と

で
す
。ま
っ
し
ろ
な
と
こ

ろ
に
黒
い
字
で
、
力

強
く
「
坪
野
小
学
校
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し

乳
幼
児
学
級

生
を
募
集
刊

主
と
し
て
、
三
歳
児
を
中
心
と

し
た
こ
ど
も
を
持
つ
母
親
を
対
象

に
、
乳
幼
児
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
乳
幼
児
教
育
の
一
環

と
し
て
行
う
も
の
で
、
こ
ど
も
の

心
身
の
発
達
に
併
せ
て
運
動
、
言

語
、
社
会
性
、
し
つ
け
、
保
健
衛

生
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
も
の

で
す
。
年
間
十
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。受
講
希
望
者
は
、
次
に
よ
り
市

教
委
社
会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

学
級
定
員

受
講
時
間

約
二
十
名

年
間
二
十
時
間
(
十

回
)
の
予
定
、
特
に

年
間
を
通
じ
て
出
席

で
き
る
人

視
聴
覚
教
材
を
中
心

と
し
て
行
う

申
し
込
み
締
切
五
月
十
日

学
習
内
容

落
ち
て
い
る
た
べ
物
や
、
置
い
て
あ
る
の
み
物
な
ど
は

。
ひ
ろ
わ
な
い

。
の
ま
な
い

。
た
べ
な
い

も
の
た
り
な

変
な
も
の
を
見
つ
け
た
ら
手
を
ふ
れ

な
い
で
す
ぐ
笹
察
(
一
一

O
番
)
へ
お

と
ど
け
下
さ
い
。

(10) 
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あ
な
た
は

整
と
ん
し

て
い
き
ま

す

か

?

国鉄駅前市営
自転車置場

国
鉄
魚
津
駅
前
に
二
カ
所
の
市
営
自

転
車
置
場
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

最
近
自
転
車
の
利
用
者
が
増
え
、
満

ぱ
い
の
盛
況
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
置
か
れ
る
よ

う
に
き
ち
ん
と
整
と
ん
し
て
置
い
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

き
ち
ん
と
整
理
整
と
ん
さ
れ
た
も
の

は
、
見
た
目
に
も
き
れ
い
で
気
持
の
よ

い
も
の
で
す
。

乱
雑
に
置
か
れ
た
り
、
歩
道
に
は
み

出
し
た
も
の
は
歩
行
者
が
迷
惑
し
、
交

通
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

d

司
は
み
出
し
は
い
け
ま
せ
ん
(
駅
前
置
場
)

置
場
利
用
の
皆
さ
ん

一
人
で
も
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
そ
し
て
美
し
い
街
を
作
る
こ

と
を
い
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ご
心
配
い
りま
せ
ん

「
白
い
水
が
出
る
」

ポ
カ
ポ
カ
天
気
で
気
温
が
急
に
上
昇

す
る
よ
う
な
時
に
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

じ
ゃ
口
か
ら
白
く
に
ご
っ
た
水
が
出
ま

す。
こ
れ
は
、
水
道
管
の
中
へ
入
っ
た
空

気
が
、
か
き
ま
わ
さ
れ
て
小
さ
な

「ア

ワ
」
と
な
り
、
水
の
中
に
ま
じ
っ
て
い

る
た
め
で
す
。

水
は
空
気
の
「
ア
ワ
」
で

白
く
な
る
。

ls)包

し
ば
ら
く
す
る
と
、
こ
の
「
ア
ワ
」
は

な
く
な
り
美
し
い
水
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
供
給
し
て
い
る
水
は
、
毎

月
魚
津
保
健
所
で
水
質
検
査
を
受
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
衛
生
上
無
害
で
す
か

ら
、
安
心
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

『上
水
道
横
枕
管
理
室
』

の
電
話
番
号
が
、
宮

μ
|
7
1
0
2

に
変
わ
り
ま
し
た
。

;富山県食品衛生モ二日募集 ( 

: 県では，食品衛生施策について消費者の意見を ; 

j 聞き，積極的に行政面へ反映させ，不良食品，不 j 
; 正表示食品 不衛生な食品庖舗などの一掃をはか ; 

; り消費者を保護するために食品衛生モニターを次 j 
j により募集しています。 ! 
; 資格=食品衛生に関し深い関心を持つ魚津市内の ; 

; 婦人

j 募集人員=7名(魚津保健所管内) ! 
; 申込締切=5月間(ただい定員に達し次第締 j 
j 切ります。 ! 
; 委嘱期間=委嘱の日から，53年 3月31日まで 1 
; 申込先=魚津市本江1683の 3 1 
; 富山県魚津保健所衛生課 ; 

t ft24ー0357 くわしいことは，本人に直接説明します。 1 
L，+ e，ee，- ee，，…_..._.._-_.........._...ー一，e，4，4 e，，e ee，e，e e+ j

ご
寄
付
あ
り
、
か
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
(敬
称
略

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
十
万
円

1
村
木
小
図
書
室
備
品
金
浦

町
佐
生
久
明

マ
五
百
万
円

l
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
費
経
団
西
町
横
田
一
郎

マ
十
万
円

l
西
布
施
小
図
書
購
入
費
と

備
品
蛇
田
関
口
弘
郷

マ
二
万
円

1
西
布
施
小
備
品
大
阪
市
都

島
区
内
代
町
入
井
敏
行

マ
三
万
円

l
西
布
施
小
備
品
大
沢
山
本

あ
や
子

マ
一
万
円

l
西
布
施
小
備
品
蛇
田
谷
越

道
男

マ
十
一
万
五
千
円

1
上
中
島
小
理
科
教

育
備
品
下
時
松
崎
幸
雄

マ
十
万
円

l
道
下
小
教
育
環
境
用
備
品

仏
回
木
内
干
伊
子

マ
七
万
円

1
坪
野
小
学
校
備
品
北
山
清

河
平
三
郎

マ
六
万
円

1
片
貝
小
備
口
聞
東
城
徳
本
勝

マ
七
万
二
千
二
百
円

l
本
江
小
備
品
本

江
新
町
河
内
昭
夫

マ
五
万
円

l
松
倉
保
育
園
備
品
坪
野
鳥

沢
昌
男

マ
七
万
一
千
五
百
円

l
松
倉
保
育
園
備

品
北
山
清
河
繁
太
郎

マ
五
万
三
千
円

l
あ
け
ぴ
保
育
園
備
品

あ
け
び
保
育
園
母
の
会

マ
五
千
円

l
野
方
保
育
園
備
品
大
杉
台

鈴
木
紀
子

マ
四
万
円

l
野
方
保
育
園
幼
児
情
操
教

育
用
園
庭
花
壇
大
海
寺
新
五
区
荒
川

哲
夫

マ
九
万
四
千
円

l
野
方
保
育
園
児
情
操

教
育
用
施
設
野
方
保
育
園
保
護
者
会

マ
六
万
円

l
道
下
保
育
園
備
品
道
下
保

育
園
五
十
、
五
十
一
年
度
保
護
者
会

役
員
と
有
志

マ
二
万
円

l
道
下
保
育
園
備
品
金
浦
町

碓
井
憲
夫

ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

高
架
下
の
市
営
駐
車
場
が
無
料

に
な
り
ま
し
た
。

~ 

4と3
~ 

一
今
ま
で
、
市
が
管
理
運
営
し
て
来

一
た
国
鉄
高
架
下
に
設
け
ら
れ
て
い
た

一
市
営
駐
車
場
が
、
無
料
に
な
り
ま
し

一
た
。

一
こ
れ
は
、
四
月
一
日
か
ら
管
理
運

一
営
が
民
間
に
委
託
さ
れ
、
商
庖
街
な

一
ど
の
駐
車
難
を
緩
和
す
る
た
め
に
無

一
料
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
無
料
化
さ
れ
て
も
管
理
人
の
指
示

一
に
し
た
が
っ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一
た
だ
し
、
大
型
車
両
は
利
用
で
き

一
ま
せ
ん
。

一
こ
れ
か
ら
の
管
理
運
営
は
、

一

魚

津

商

工

会

議

所

。1)
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市
史
史
料
編
編
さ
ん
室
か
ら

②
 

古
代
の
魚
津
と
大
伴
家
持

魚
津
に
い
つ
ご
ろ
か
ら
今
の
祖
先
が

住
み
つ
い
た
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
藩
政
期
の
「
魚
津
古
今
記
」
に

は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

抑
人
皇
四
十
二
代
文
武
天
皇
大
宝
年

へ

%
ι
d
a
p
Ji、a
勺
る

中
ニ
当
浦
江
諏
訪
大
明
神
ヲ
奉
鎮
座

断

(中
略
)
似
一
笠
N
E村
版
協
ニ
漁

夫
駒
b
有

y

ニ
邦
保
ヨ
リ
久
和
町
山
知

い

え

あ

卜
云
ル
者
今
ニ
在
リ
大
同
元
年
三
月

巴

-
-
hに
〈

%

か

け

'h

十
七
日
ニ
諏
訪
宮
臼
鰐
口
ヲ
奉
掛
ト

‘
い
っ
た

7
A
h

云
伝
へ
タ
リ
則
久
和
長
左
ェ
門
ト
名

シ
テ
上
ル
ト
モ
イ

へリ

お
そ
ら
く
七
百
年
代
に
は
、
漁
業
を

生
業
と
す
る
人
々
が
住
み
つ
き
、
ま
た

布
施
の
干
光
寺
を
中
心
に
か
な
り
の
集

落
が
存
在
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

名
高
い
大
伴
家
持
が
越
史
す
と
し
て

花
愛

シ
L
お
ぜ

碑
つ
敬
さ
葉
津
万
魚
た
た

主
主
え

で
植
に
を
ち

岸
き
た

右
つ
人

橋
さ
の

谷
に
会

黒
情
宜
野

企

大徳寺の秘蔵f象

赴
任
し
て
き
た
の
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
ろ
の
天
平
十

八
年
で
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
越
中
は
万
葉
の
宝
庫
と

な
り
、
魚
津
を
詠
ん
だ
歌

も
数
首
残
さ
れ
て
お
り
ま

す。

り
ま
せ
ん
か
。

(
立
山
の
)
(
雪
し
来
ら
し
も
)

多
知
夜
麻
乃
由
吉
之
久
良
之
毛

(
延
槻
の
)
(
川
の
渡
り
瀬
)

波
比
都
寄
能
可
波
能
和
多
理
瀬

(
鐙
し
あ
ぶ
み
し
浸
し
つ
し
か
す
も
)

安
夫
美
都
加
須
毛

4

司
早
月
川
の
万
葉
歌
碑

(
片
貝
の
)
(
川
の
瀬
清
く
)

可
多
加
比
能
可
波
能
瀬
伎
欲
久

(
行
く
水
の
)
(
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
)

由
久
美
豆
能
多
由
流
許
登
奈
久

(
あ
り
通
ひ
み
む
)

安
里
我
欲
比
見
牟

(
落
ち
た
ぎ
っ
)
(
片
貝
川
の
)

於
知
多
芸
都
可
多
加
比
我
波
能

(
絶
え
ぬ
ご
と
)
(
今
見
る
人
も
)

多
延
奴
期
等
伊
麻
見
流
比
等
母

(
止
ま
ず
通
は
む
)

夜
麻
受
可
欲
波
牟

こ
れ
は
、
前
が
大
伴
家
持
の
立
山
賦

の
反
歌
、
後
が
そ
れ
に
和
し
た
大
伴
池

主
の
長
歌
の
反
歌
で
、
昔
の
ま
ま
の
万

葉
仮
名
で
-
記
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
山
田
孝
雄
博
士
の
筆
に
な
る

有
名
な
早
月
川
畔
の
歌
碑
の
歌
も
紹
介

し
て
お
き
ま
す
。
正
確
な
記
録
の
少
な

い
遠
い
時
代
の
有
様
を
、
数
首
の
歌
に

よ
っ
て
想
像
す
る
の
も
楽
し
い
で
は
あ

(詳
し
く
は
魚
津
市
史
上
巻
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
現
在
、
史
料
編
を
編
さ

ん
中
で
す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
も
の

で
も
、
史
料
を
お
持
ち
の
方
あ
る
い
は

所
在
を
ご
存
じ
の
方
は
、
市
役
所
総
務

課
市
史
編
さ
ん
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。)

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
:
:
:
川

赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
と
の
か
か
わ
り
あ

い
は
、
す
で
に
0
歳
か
ら
始
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
と
、
近
ご
ろ
は
や
り
の
幼
児

の
能
力
開
発
と
結
び
つ
け
、
絵
本
を
早

く
か
ら
与
え
よ
う
と
い
う
意
味
に
と
ら

な
色
彩
で
、
動
物
や
人
物
、
家
な
ど
、

こ
ま
か
い
と
こ
ろ
を
省
い
て
く
っ
き
り

と
、
そ
の
も
の
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
特
徴
で
す
。

文
章
も
、
短
い
、
し
か
も
印
象
的
な

ひ
び
き
を
も
っ
た
コ
ト
バ
で
は
っ
き
り

書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

絵
本
の
主
人
公
は
、
幼
児
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
は
、
主
人
公
が
動
物

で
も
幼
児
で
も
、
そ
こ
に
出
て
く
る
内

容
は
、
こ
の
絵
本
を
見
る
幼
児
の
日
常

生
活
が
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
描
か
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

「
の
せ
て
の
せ
て
」

で
は
、
お
も
ち
ゃ

の
自
動
車
を
自
分
が
運
転
し
て
、
動
物

た
ち
に
の
せ
て
あ
げ
て
、
走
り
ま
わ
っ

て
い
る
気
持
に
な
り
さ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
は
け
た
よ
は
け
た
よ
」

動
物
の
子
ど

も
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
「
し
っ
ぽ
」
を
も

っ
て
い
る
の
に
、
人
間
の
子
ど
も
で
あ

る
タ
ツ
く
ん
の
お
し
り
に
は
し
つ
ぼ
が

な
く
て
つ
る
つ
る
し
た
ま
る
い
お
し
り

ふ
し
ぎ
で
す
。
で
も
、
ほ
ん
と
な
ん
で

す
。
タ
ツ
く
ん
は
、
や
っ
と
自
分
で
パ

ン
ツ
や
ズ
ボ
ン
が
は
け
る
よ
う
に
な
っ

て
、
つ
る
つ
る
の
お
し
り
は
か
く
せ
た

け
れ
ど
:
:
:
こ
の
絵
本
を
見
た
幼
児
の

心
の
中
に
は
、
き
っ
と
何
か
が
の
こ
り

ま
す
。
(
子
ど
も
の
成
長
と
読
書
)

今
月
か
ら

「
子
ど
も
の
本
」

に
つ
い

て
年
齢
を
お
っ
て
続
け
て
ゆ
き
ま
す
。

五
月
一
日
か
ら
十
四
日
ま
で

「
ニ
ど

も
の
読
書
週
間
」

で
す
。

こ
ど
も
の
へ
や
で
は
、
紙
し
ぱ
い
や

惨
絵
本
を
手
に
し
た

一
歳
七
カ
月

の

宮

真

知

子

ち

ゃ

ん

へ

(12) 

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
よ
の
ま
わ
り
を
と
り
ま
く
環
境

の
一
つ
と
し
て
絵
本
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
、
そ
の
意
味
で
絵
本
を
選
ぶ
こ
と

の
た
い
せ
っ
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

赤
ち
ゃ
ん
の
絵
本
へ
の
関
心
は
、
他

の
お
も
ち
ゃ
と
同
じ
で
、
か
た
ち
、
手

ざ
わ
り
な
ど
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
た
だ
単
に
、
し
ゃ
ぶ
っ
た

り
見
た
り
投
げ
て
み
た
り
す
る
に
す
ぎ

な
い
こ
の
ふ
し
ぎ
な
物
体
の
中
の
、
絵

に
気
づ
き
始
め
た
時
か
ら
、
本
と
子
ど

も
の
お
つ
き
あ
い
が
始
ま
る
の
で
す
。

ブ
ル

l
ナ
の

「
子
ど
も
が
は
じ
め
て

で
あ
う
本
」

せ
な
け
い
こ
作

「
い
や
だ

い
や
だ
の
絵
本
」

わ
か
や
ま
け
ん
文

「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
」

な
ど
の
シ

リ
ー
ズ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の

本
」
で
す
。

本
の
大
き
さ
は
小
さ
く
て
ペ
ー
ジ
数

も
少
な
く
、
赤
ち
ゃ
ん
が
自
分
で
手
に

と
っ
て
開
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
本
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が

ち
が
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
、
輪
廓

の
は
っ
き
り
し
た
、
原
色
に
近
い
鮮
明



広報うおづ5月号

読
み
き
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
本
の
ご
利
用
を

一
人
三
冊
以
内
2
週
間
か
り
れ
ま
す
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

第三種郵便物認可一

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

五
月
の
お
し
ら
せ

一
一
日
制
こ
ど
も
会

か
げ
え

・
ゲ
ー
ム

・
本
の

し
よ
う
か
い
な
ど
。

じ
か
ん

ご
ご
二
時
か
ら

と
こ
ろ
が
く
し
ゅ
う
し
つ
で

十
六
日
制
風
車
を
つ
く
ろ
う

み
ん
な
で
ま
わ
し
っ
こ

し
ま
し
ょ
う
。

じ
か
ん

ご
ご
三
時
三
十
分
か
ら

と
こ
ろ
こ
ど
も
の
へ
や
で

ひ
ら
き
ま
す
。

昭和52年 5月1日発行…あなたと市政をむすぷ

善意のまどご寄付(叡柿略)

hv
図
書
館
こ
ど
も
の
へ
や

みんなの

図書館
市民会館となり

魚津市下村木町

開館時間
9時30分-18時
こどものへや
13時ー17時

土曜日9時30分ー16時

休館日
日日制・月末・祝日
秋JUIJO日!日l

市
民
生
活
学
校

を
開
設

高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
大
量
生

産

・
大
量
消
費
主
義
も
、
石
油
パ
ニ
ッ

ク
以
来
資
源
の
有
限
性
が
問
題
に
さ
れ
、

今
は
資
源
の
節
約
が
叫
ば
れ
る
よ
う
な

な
つ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
賢
い
消
費
者
を
養
成
し
て
、

消
費
生
活
に
役
立
て
る
た
め
に
、
話
し

合
い
と
、
実
践
活
動
の
輪
を
広
め
る
次

の
よ
う
な
生
活
学
校
を
開
設
し
ま
す
か

ら
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
生
活
学
校
開
設
期
間

1

六
月
1
二
月
(
月
一
回
)

マ
対
象

1
一
般
婦
人

マ
会
場

1
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

マ
受
講
料

l
無
料

マ
申
し
込
み

l
五
月
二
十
日
ま
で

受
講
希
望
者
は
、
ハ
ガ
キ
に
魚
津
生

活
学
校
と
書
い
て
、
住
所

・
氏
名
を
記

入
の
上
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1

号
魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
あ

て
に
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
の

詳
細
は
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
内
線
2
2

5
へ
ど
う
ぞ
。

K
A
 

h
F
昨
年
の
生
活
学
校
の
み
な
さ
ん

久保田邦一 北鬼江 200，000円

阿部清孝 中央通り 30，000 

石田俊雄 新宿 100，000 

中林越郎 中央通り 30，000 

武限政男 六郎丸 25，000 

岸本吉弘 新宿 40，000 

西田卓造 上口二丁目 20，000 

浜岸岩次 諏訪町 20，000 

大越節子 本江 10，000 

針川重松 本町一丁目 20，000 

吉野 i佳子 大光寺 10，000 

新川青年会議所村木町 1，000 

魚津市立東部中学校 2年 l組 1，045 

匿名 2，000 

本江小学校6年 3組 2，000 

魚津市立西部中学校2の7ルーム 2，262 

上原恵美子 富山市清水町 4，000

村井 幸正 魚津市蛇回 5，000 

友田道治 新角川二丁目 3，000 

佐々木一枝 金山谷 15，000 

有沢澄雄 古島 13，855 

島田喜水 吉島 書籍3冊

サンフ。ラザ附魚津興産駅前新町クールファイブ招待券
畳40枚夜6C欣

寛徳 真成寺町 中古白黒テレビ一台

政治 諏訪町 フ。ラスチック製湯桶49個

昭 経団西町 レコード盤l枚

政治 諏訪町 カミソリ 450本

魚津善意銀行

|ご寄付ありがとうございました |
(敬称略)

谷川

猟場

横田

猟場

30，000円

3，000 

滑.神家町

魚.本江新町

菊子高倉

寺山恵正師

本
江
校
下
高
齢
者

教
室

マ
参
加
対
象

本
江
校
下
に
居
住
す
る
高
齢
者
の

方

マ
実
施
日
時

五
月
二
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら

マ
場
所
新
川
ヴ
イ
l
ラ

マ
講
師
新
川
ヴ
イ
l
ラ
理
事
長

林

照

夫

氏

・
電
話
工
事
の
申
し
込
み
は
早
め
に

転
居
、
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
転

す
る
と
き
や
、
お
庖
の
な
か
で
電
話
機

を
移
動
す
る
と
き
は
一

O
日
ぐ
ら
い
前

に
早
め
に
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は

g
n
1
1
0
0
0

(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

5，000 

378，000 

300，000 

車椅子白黒テレビ

わかめ20袋

クールファイブ招待券

理容椅子2台

(13) 

5，000 

新川ヴィーラ

中新川.立山町宮路

高野山真言宗
寺族婦人会 会長神亀芳禎 富山.田畑

会 新川ヴィーラ

富山県共同募金

高倉菊子 滑.神家町

魚.上口二丁目

魚.村木

魚.古島一丁目

立山老人クラブ
i主主各協議会

事

吉

ザ

山口
巾

-

フ

フ、/サ

商会

岡本

片田

理
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こまつだときには、ご利用くだ

さい。
相談料はいりません。

市民 -相談
物価問題等相談
日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで

土曜日は正午まで
市役所市民相談室

行政相談
包月第オ ・第3木曜日
午後T時-4時

市役所市民相談室

行政相談委員住吉智恵子氏

末広町10の17 ft22 -3906 

昭和52年 5月1日発行

• か帳あ
/Lーな
をた
もは
勺「

つ家
て内
い労
ま働
す手

五
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
は
、
家
内
労
働
旬
間
で
す
。

富
山
労
働
基
準
局
で
は
、
家
内
労
働

(内
職
)
に
従
事
し
て
い
る
方
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
「
家
内
労
働
手
帳

の
普
及
と
家
内
労
働
災
害
の
防
止
」
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

家
内
労
働
手
帳
は
、

家
内
労
働
者
の

権
利
を
保
護
し
、
委
託
者
と
の
無
用
な

紛
争
を
防
止
す
る
た
め
、
工
賃
な
ど
の

委
託
条
例
を
文
書
で
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

家
内
労
働
法
で
は
、
委
託
者
に
家
内

労
働
手
帳
の
交
付
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。富
山
県
内
で
は
、

①
フ
ァ
ス
ナ
ー
加

工
、
②
横
編
メ
リ
ヤ
ス
製
造
、
③
電
気

機
械
器
具
製
造
業
、
④
玉
軸
受
製
造
業

の
四
業
種
の
最
低
工
賃
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
手
帳
に
関
す
る
く
わ
し
い
こ
と

は、

富
山
労
働
基
準
局
又
は
、
労
働
基

…あなたと市政をむすぷ

準
監
督
署
へ
ど
う
ぞ
。

-
し
尿
く
み
と
り
料

集
金
人
の
ご
案
内

臼
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の

集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
寺
田
せ
っ
。
高
橋
富
滋
栄
。
村
上

清
作
O
高
瀬
容
子
。
朝
野
松
校
。
山
城

定
一

(O北
野
伶
子
。
法
原
ち
え
子
。
浜

住
洋
子
。
油
本
ふ
み
。
中
島
千
恵
子
。

作
道
昌
子
。
慶
伊
幸
枚
。
石
川
利
子
。

高
橋
美
恵
子
。
坪
崎
勇
喜
夫

-
連
休
の
ゴ
ミ
収
集
案
内

五
月
三
日

ωと
五
日
闘
の
祝
祭
日
の

ゴ
ミ
収
集
ご
般
家
庭
の
可
燃
物
)
は
、

平
常
通
り
当
日
収
集
し
ま
す
。
該
当
区

域
の
方
は
、
当
日
朝
八
時
ま
で
集
積
場

所
へ
出
し
て
下
さ
い
。
五
日
の
不
燃
物

は
六
日
に
収
集
し
ま
す
。

-
交
通
遺
児
福
祉
年
金
の
申

請
手
続
き
は
早
目
に

市
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
交
通

遺
児
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
、

~通事故相談(巡回)
5月4日目<)5月18日(7J<)
6月刊日(7J<)

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

人権相談
日曜日を除き告白

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで

富山地方法務局魚津支局

年
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
は
、
交
通
遺
児
で
、

四
月
一
日
現
在
市
内
に
居
住
す
る
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
と
幼
児
で
す
。
該

当
す
る
方
で
ま
だ
申
請
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
生
活
環
境
課
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

年
金
額
は
、

一
人
に
つ
き
一
万
二
千

円
で
、
五
月
五
日
の
「
子
供
の
日
」
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
生
活
環
境
課

宮
内
線
2
8
5
へ
ど
う
ぞ

税の相談
包月5巳 ・15日 ・25日

午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つだ場合

は翌日

l山配ごと相談
月曜日を除き包日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験
を
、
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

マ
試
験
種
目

1
乙
種
第
四
類
、
丙
種

マ
試
験
日

l
六
月
十
九
日
午
前
十
時
か

ら

マ
場
所

1
富
山
大
学

マ
予
備
講
習
会

五
月
十
九
日

l
乙
種
基
礎
物
理
、
化
学

五
月
二
十
日
乙
種
法
令

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
魚
津

勤
労
者
会
館
で
行
な
い
ま
す
。

五
月
二
十
一
日

l
丙
種

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
富
山

県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校
(
黒
部
市

寺
坪
)
で
行
な
い
ま
す
。

マ
願
書
受
付
場
所

l
県
消
防
防
災
課

予
防
係

マ
受
験
願
書
受
付
期
間

l
五
月
十
日
か

ら
五
月
十
六
日
ま
で

受
験
願
書
は
、消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
六
月
上
旬
に
、
基
礎
物
理

・
化

学
(
乙
種
対
象
)
を
や
さ
し
く
解
説
す

内職相談
包週、月 ・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者職業相談
日曜日を除き包巴

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所高年齢者職業相談室

、、.，，
，
aa-
-'''1
、

る
特
別
講
習
会
を
開
く
予
定
で
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
ど
う
ぞ
。

B
M
1
0
2
9
5
 

-
小
口
事
業
資
金
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
小
口
事
業
資
金
の
あ
っ
旋

保
証
融
資
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
借
り

ら
れ
る
の
は
、

一
年
以
上
事
業
を
し
て

い
る
人
で
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

二
十
人
以
下

(
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
は

五
人
以
下
)
の
事
業
所
で
す
。

融
資
す
る
の
は
運
転

・
設
備
資
金
で

限
度
額
は
四
百
万
円
、
利
率
年
七

・
二

保
証
料
年
0
・
六
軒

償
還
期
間

は
三
カ
年
、
担
保
は
原
則
と
し
て
無
担

保
、
保
証
人
一
人
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
水

産
課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ゆ
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-
あ
ゆ
投
網
、
て
ん
か
ら
網

な
ど
の
、
許
可
証
が
更
新

さ
れ
ま
す

あ
ゆ
漁
の
投
網
や
、
て
ん
か
ら
網
の

県
知
事
許
可
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

該
当
の
方
は
次
に
よ
っ
て
、
忘
れ
ず

手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
申
請
期
間
(
期
限
厳
守
)

五
月
九
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で

二
、
持
参
す
る
物

印
鑑

・
旧
許
可
証

三
、
申
請
場
所

市
商
工
水
産
課

こ
と
し
の
、
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
の
放
流
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

角

川

十
万
尾
放
流

布
施
川
十
万
尾
放
流

-
火
薬
類
の
保
管
を
厳
重
に

人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
保
管

場
所
や
使
用
場
所
を
再
点
検
し
て
、
盗

難
を
予
防
し
、
不
正
流
出
の
お
き
な
い

よ
う
厳
重
に
注
・
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
薬
類
の
保
管
と
使
用
上
の
注
意

一
火
薬
庫
、
庫
外
貯
蔵
所
の
警
鳴
装

置
が
充
分
に
は
た
ら
く
よ
う
常
に
点

検
整
備
し
て
お
く
こ
と
。

二
火
工
所
に
火
薬
類
を
お
く
と
き
は

必
ず
見
張
人
を
配
置
し
て
、
盗
難
の

防
止
に
努
め
る
こ
と
。

三

取

扱

所

、
火
工
所
以
外
の
場
所
に

火
薬
類
を
絶
体
に
お
か
な
い
こ
と
。

四
火
薬
類
は
、
指
定
取
扱
者
以
外
の

者
に
は
絶
体
に
取
扱
わ
せ
な
い
こ
と
。

だ
さ
い
。

V
日
時

五
月
六
日
倒

午
後
一
時
i
午
後
四
時

魚
津
市
立
図
書
館

富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

V
場
所

V
主
催

-
行
旅
死
亡
人
案
内

次
の
行
旅
死
亡
人
の
通
知
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
心
当
り
の
か
た
は
市
役
所

市
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(性
別
年
齢
特
徴
発
見
場
所
の
順
)

V
男

・
五
十
i
七
十
歳
位
・
一
五
五
勺
、

ヤ
セ
形

・
石
川
県
加
賀
市
田
尻
町
浜
山

地
内
V
男

・
五
十
五
1
六
十
五
歳
位

・
二
ハ

十
勺

・
ヤ
セ
形
丸
一
政

・
長
野
県
山
ノ
内

町
平
穏

・
リ
ン
ゴ
畑

V
嬰
児

・
五
十
で

・
三
千
二
百
す
の
成

熟
児

・
長
野
県
山
ノ
内
町
平
穏

..角川のあゅの放流

雪
ど
け
と
と
も
に
、
火
薬
類
を
使
用

す
る
工
事
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
こ
ろ
か
ら
、
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
な
ど
の
火
薬
を
使
っ
た
爆
般
事

件
が
全
国
的
に
お
き
て
お
り
、
火
薬
類

の
盗
難
が
あ
い
つ
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。火

薬
類
は
、
産
業
上
大
変
有
益
な
物

で
す
が
、
盗
ま
れ
て
不
正
に
使
用
さ
れ

る
と
大
変
危
険
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

次
の
と
お
り
、
特
設
人
権
相
談
所
を

聞
き
ま
す
か
ら
人
権
に
つ
い
て
の
苦
情

や
、
相
談
ご
と
の
あ
る
人
は
ご
利
用
く

-
北
陸
電
力
の
電
気
相
談
所

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所
で
は
、
電

気
器
具
の
故
障
、
診
断
、
ス
イ
ッ
チ
や

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
無
料
修
理
と
、
電

気
の
よ
ろ
ず
相
談
所
を
聞
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

五
月
十
六
日
間
寺
町
|
吉
野
雄
二
宅

五
月
三
十
日
間
元
町
|
石
崎
七
郎
宅

時
間
は
、
午
後
一
時
三
十
分
j
午
後

四
時(3月末現在)口人

200，751w' 
7.9 km 
12，241戸

23，568人

25，415人

48，983人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

。。
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4/16(土)=コ6/5(日)
富山市中央広場
(国道41号線・有沢線交差点〉

健
康
、
そ
れ
は
み
ん
な
の
矧

い
で
す
。
心
と
か
ら
だ
の
健
康

を
テ
l
マ
に
「
あ
す
の
健
康
博
」

は
四
月
十
六
日
(
土
曜
日
)
か

ら
五
十
一
日
間
、
富
山
市
中
央

広
場
(
岡
市
西
団
地
方

・
旧
刑

務
所
跡
地
)
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

真
の
健
康
を
作
り
、
創
造
す
る

心
を
育
て
よ
う
と
日
本
で
も
初

め
て
の
試
み
で
、
富
山
県
、

富

山
市
、

富
山
新
聞
社
が
共
催
、

日
本
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
、

富
山
大

学
、
富
山
医
科
薬
科
大
学
の
指

導
の
も
と
に
楽
し
く
展
開
さ
れ

ま
す
。
皆
ん
な
で

一
度
参
加
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

-会場までの案内図

五
月
は
き
わ
や
か
な
月
で
す
。
食
べ

も
の
に
気
を
つ
け
て
戸
外
の
連
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

V
住
民
検
診
日
程

11 " 月日 11 
月 月 月

" :月五日 ーU三月日← 司五 1ー月，日十、1 1月日じi i宍月日工 1月日L 
月日

4鵠工時ムホl時労苛前九少王

日 日

時半午時半後 時半午時後半 時半午時後半
金時訂午時主後: 

午
午後

!F' 

す

11;/ 
土 九 11 11 11 11 

時手刷会館時 前時r錠時
HfI 

'企i釘tttt E t l R 要
j4F，さv立lYlf 、 i-lS，4u M F H t 、

市

大田f-r史I - 倹守t会ι 合
Hノuロ弘11.、 i生

F斤

蛇図 道Jfi 城東 池谷坪野
ー三干木十す五
由尾IIt1工1 
千本士十三寸
@f同仏又ム宅背堕一三E二了'呈出下E l、、 ー村木← 江てニ主本析主

高I~\宅記念社 下新

貝 鉢
稗1-i'1 ープ←〈、 新江

-、
対I区象血

新旧
一1-

@駅監町釈型 区7町E 

玄玉、

区 ⑧ H谷危 区 一ペ区'エa 
⑧商ロ、

寸g区ョa 区 i区i!' 
⑧ ⑧北山 区⑮

⑧
マ

l
ク
は
、
結
核
検
診
に
併
せ
て

成
人
病
検
診
を
行
う
地
区
で
す
。

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

B
C
G
接
種

マ
該
当
者

1
満
三
か
月
か
ら
三
歳
ま
で

。。

3歳児検診は次の日程で
今までの r3歳児検診」は，保健所が直接該当

者に通知して実施して来ましたが，これからは，

直接個人への通知を廃止します。

5月からの検診日程は，次の表のとおりですが，

毎月の広報に登載しますから，該当者は見おとさ

ないように注意してください。

3歳児検診日程(毎月第 1・第3水曜日に実施)

1 日かまら15日人ま 16日かまら31日ま人 。検診場所
でに生れた でに生れた

保健所
5月 4日 5月18日 。検診時間

6月 1日 6月15日 午後 1時~午後2時

7月 6日 7月20日
※受診はできるだけ該当

8月 3日 8月17日
日にしてください。

9月 7日 9月21日

10月 5日 10月19日

11月 2日 11月16日

12月 7日 12月14日 (第 2水曜日)

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
一
回
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
を
受
け
て
い
な
い
人

マ
接
種
時
の
注
意
事
項
は
、
四
月
の
広

報
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分

1
一一時

よ野方
i亙 刀日 I区也

下 被

八月 同六七月日 官主

、Y
J、，、

Jレ
2起

(J!日4 
ク

ノ‘ 

ω 青

施

幽十六月日 九月
B 

C G 
日

(し日t;) 

上型4学敏方T 道下館お民( 加積F民館o 
~ 

主義

マ
他
の
地
区
は
、
次
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

V
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

マ
接
種
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
す

る初
回
接
種

l
七
日
i
十
四
日
間
隔
で
二

回
接
種

追
加
接
種

1

初
回
接

種
の
翌
年
一
回
接
種
で
基
礎
免
疫
と
す

る。基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の
人

に
対
し
て
三
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と
し

て
一
回
実
施
す
る
。
(
小
学
校
二
年
生

と
五
年
生
、
中
学
校
二
年
生
で
各
小
中

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
)

な
お
、
三
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ
て

て
い
な
い
幼
児
は
、
次
の
日
程
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

マ
受
付

1
各
日
共
午
後
一
時
三
十
分
j

二
時
、
マ
料
金
H

無
科

ヘ
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住 魚 山 経

葺画布嚢E金i 潟E 女 回
種場接所イ采 愛 {呆 保

育 育 育 育
聞 関 闘 図

月 月
，月、

五"+ 九周日。
五十月 事詩

一
8日?i:l 付日d 付日d 付日4 

回

幽十寸ー，月目、コ
や六十，月日付、
月 五月 五十九月 第

在寸自bーd 

ー=← 

(刈日 付日4 
回

V
上
半
期
生
ワ
ク
(ポ
リ
オ
)投
与

マ
該
当
者

初
回
目

l
五
十
一
年
七
月
一
日
生
れ
i

五
十
二
年
一
月
三
十
一
日
生
れ

二
回
目

1
五
十
一
年
二
月
一
日
生
れ
i

五
十
一
年
六
月
三
十
日
生
れ

そ
の
他

1
四
十
八
年
六
月
一
日
i
五
十

一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
ま
だ
、
二
回
飲
ん
で
い
な
い
人
。

マ
投
与
す
る
時
の
注
意

.
下
痢
を
し
て
い
る
人

・
麻
し
ん
、

B
C
G
予
防
接
種
後
一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
投
与
で
き

ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

マ
受
付
時
間

1
各
自
共
午
後
一
時
i
一一

土
寸マ

場
所

l
市
民
会
館

幽育日
五月日 五ーz月日，← L 五4月日= 施実日

在b虫 (湘 {刈

総ざら t.金h 本江 村木

該ー
L、
上l中誌 布施西 大師道下T 

当

上天網野方・
主

1也

区

松念

V
母
親
学
級

マ
五
月
二
十
日
(
金
)

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
j
午
後
一時

市と保健所では， 皆さんの健康を守るために，毎年

実施している成人病検診の結果， 異常(高血圧 ・貧血・

〉疾患等)のある方を対象に成人罰

食事指導や精密検査等を実施して. 日常の保健指導を

行なっています。

今年は，次の日程で教室 を聞きますから受講対象の

ー 方は忘れず受講してください。

l ※受講対象は，成人病 2次検診を受けた方，
i 健婦から連絡のあった方，希望する方。
i ※携行するもの，エプロン.健康手帳。費用は無料。
i 成人病教室開催日程

会場が保健所 会場が地区公民館

実施日 時 間 実施日 時 間 場 所

4月6日(71¥) LF断IJ9正H寺午~ 6月2日(村 午午後後1時4時~ 道下公民館

5月4日(羽 " 7月21日(材 " 経国福祉会館
9月7日(村 " 8月31日附 " 加積公民館
11月2日(村 " 10月20日(村 " 上野方公民館
12月7日(柑 " 

53年月
" 片貝公民館2 rI 2日付4

53年月 H 533年月3 日付d " 住吉公民館lJ=Jll日ωd

成人病教室開催案内

医師や保

マ
場
所

1
保
健
所

・
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人

マ
今
月
の
内
容
(
来
月
は
妊
娠
前
期
)

産
後
の
健
康

・
家
族
計
画

乳
児
の
栄
養

妊
娠

・
産
祷
の
食
事
(
実
習
)

新
生
児
の
扱
い
方

・
保
育

分
娩
の
生
理
(
医
師
の
話
)

マ
初
産
の
方
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

マ
畳
食
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

マ
勤
務
者
の
た
め
に
、
六
月
二
十
六
日

制
に
市
役
所
で
も
実
施
し
ま
す
。

V
乳
児
検
診

月
ノ月、 二十五月 ート五月 月

併品7目L ~日 外品目 ω4日 日

1 午後:
時十1時今両八首二

i Z後F 1tfiF t 
時イl3削サι 

l時時 時時 時IF.J

三々カにZ2月5六E九a月8e一= 刀月児I 
八

空日伝た人ウ干大までに旦固 一カリ山w因 i 
、均にuた1人合1三五十一丹a目でaーゴ刀川児g -

~-j 

カ

月

児
象

11 11 " f色FIJ長E Y 
士所』告

V
こ
関
節
脱
臼
検
診

月 五月 五月 月

7日L 
寸ノ、ー 十 日
日 日

午f& 

1/ 1/ l時

H寺

{呆

" 11 住E
戸斤

V

「
年
一
回
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
」
が
ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え

ま
す
。
が
、
早
期
が
ん
を
発
見
し
、
治

療
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
治
り
ま
す
。
早

期
が
ん
が
進
行
が
ん
に
な
る
ま
で
に
は

か
な
り
の
期
間
が
あ
る
の
で
、
症
状
が

無
く
と
も
年
一
固
定
期
的
に
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
わ
け
で
す
。

市
で
は
、
昭
和
二
年
度
胃
が
ん
検
診
千

二
百
名
、
婦
人
検
診
八
百
名
、
乳
が
ん

検
診
百
名
分
の
検
診
実
施
計
画
を
組
み
、

検
診
料
金
の
半
分
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

V
胃
が
ん
検
診

五二月 五十八月 五月 五月一 月

十日 日 四日 一日 日

背年dホp 背年dホr 厨大jI、 大E小I ~ 、

I I 子干 場
ムム校校

i i I I 明iみ締申し日~ 

マ
受
付

1
午
前
九
時
1
十
時

マ
料
金

1
七
五

O
円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
お

茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
百
し
上
が
ら
な

い
で
下
さ
い
。

V
婦
人
検
診

マ
受
付

1
午
後
一
時
i
一一時

マ
料
金

1
六
O
O
円

V
百
楽
荘
で
老
人
健
康
相
談

マ
五
月
十
一
日
附

ー
二
一
時

マ
内
容

1
市
民
課
長
の
話

健
康
体
操
(
棒
体
操
な
ど
)

マ
五
月
二
十
五
日
附
午
前
十
時
三
十

午
後
一
時
三
十
分

‘'，¥ 
B 

分
i
十
二
時

マ
内
容

1
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
五
月
十
一
日
附
と
五
月
二
十
五
日
附

い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
三
時

マ
場
所

1
市
役
所
一
階
保
健
室

マ
内
容

1
心
電
図
、
体
位
測
定
、
診
察

血
圧
測
定
、
検
原

マ
費
用

l
無
料

マ
健
康
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一

週
間
前
ま
で
に
市
生
活
環
境
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 五日六月 ーれ日← 4 →ー 五十日 八 五 一日五月

午五f時まら圭 療H問は各診日寺

日 日 日 日 五

(日) (日) (日) (日) (EI) (村 (刈 (日) 月

桝崎医院 宮本医院 宮Y医院E 場井医院 船崎医院 鈴木医院

藤

外科医院福整形図

の

医院回
休
日

で。共午時前九カ‘ 事0号2 
宮開新 宮@本江 @宮町本 宮?双苦 @宮1北江鬼 診療医
。 l 

33T 目
。

3 3 0 1 9 2 
9 2 9 3 1 2 8 
9 2 。 2 7 。 5 
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特
別
天
然
記
念

物
ホ
タ
ル
イ
カ

群
遊
海
面

表
紙
の
-
}
と
ば

。。

「
未
来
の
魚
津
市
」

念るたにさホ又タス し人ル ま人総は六さ竜ま 寄た年の
でこだもしタはルキホて々イ 最 すをの直セわ 宮 さぽ せめ四三「
すと現適みルマインタいでカ込 。幻澄径ンし城にか まに月大ホ
。と在し ・1ツカチルま夜をは 想みーチくの天! す、か奇タ
、長てす刀イ 、ライすのと 、 の切 O の、使下つ。 大ら観ル
観時おの壁ヵ魚ンカ 。海る産 世つセ小わとのぼ 群六のイ
光間り物告と津スは 岸た卵 界たンさずい奇か を月ーカ
船の賞 -Tもでと学 はめに へ神チなかわ観| なにつ」
が飼賛み子よはい名 大に押 引秘に体体れとつ しかには
い育さりとん昔いを にタし きなもか長るいと てけ数
ながれん土でか、ワ ぎモ寄 込光おら四そえ光 海てえ昔
い困て j責主 いら和タ わをせ んはよ発セのまる 岸、らか
の難いや高まコ名さ いもる で、びすン名し光 に産れら
がでま干級すイはー をつホ い見、るチに手り 押卵
残あす;物¥。カホ才 呈 たタ きる 青 光 j ふつ。は しの毎津

• 
応し まに期魚交プ l け |よで|場ネす
申ま今す届し津渉紹今マ r: ..... ・....... ま手をう無熱ル 。絵
しす月 。くて港が介月 ，.:__ ~ .l1li・・・・・K し前たな公なギこは
込のか 前いに進をは 編~ JI・開聞・‘ たのめ建 害ど |こ
みでら にま北展休、 ~ ..  rrr ". p胃量 。ビて物でををで未
は、、 出す洋しみ紙件 l ・・p-，べ司E 県ル市はす使使は来
、ご市 港 。サなま面身ミ: ~ ・.，.，.，応， 外に 全、 。つわ 、の
五利政 でこケいしの l ・I '('._.: ，fj へは体発円てず今市
空ヲ三 22兆九者 後 i ‘: ，~) ， 号。三号努華奈22
十だ教 こ報ス、日で ~ ..  恥，...，.:oi るポ電た形し・う央
五さ室 とが船経・ 1 己r. 高|しエのて地な中
日いを を各国回、ノグ口 H 可司 速トまネビい熱石心
ま。運 祈家が港漁ルム~ --司園F 道をすルルる ・油部
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